
る
自
作
解
説
も
掲
載

途
中
で
当
初
予
想
し

い
る
。「
連
舞
」
は
こ

で
論
じ
ら
れ
、
単
独

て
考
察
し
た
論
も
現

本
稿
で
は
、
連
載

読
者
層
を
考
察
し
た

一
、

日
本
舞
踊
界
を
題

一
月
か
ら
翌
年
五
月

（
三
巻
一
号

四
巻
五

本
作
品
は
掲
載
誌

有
吉
佐
和

有
吉

さ
れ
た
。
こ
の
自
作
解
説
に
お
い
て
、

て
い
た
結
末
か
ら
現
在
の
形
に
変
更
し

れ
ま
で
、
主
に
伝
統
芸
能
の
世
界
を

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、

在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

当
時
に
お
け
る
、
日
本
舞
踊
界
の
状
況

上
で
、
連
載
途
中
で
行
わ
れ
た
変
更
に

は
じ
め
に

材
に
し
た
有
吉
佐
和
子
作
「
連
舞
」
は

ま
で
雑
誌
『
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
』
に
十

号
）
掲
載
さ
れ
た
。

の
読
者
賞
を
受
賞
し
、
受
賞
発
表
号
に

子
「
連
舞
」
論

佐
和
子
「
連
舞
」
論

｜
｜
構
想
変
更
の
意
図
と
効
果

有
吉
は
、
連
載
の

た
こ
と
を
述
べ
て

描
く
作
品
群
の
中

こ
の
変
更
に
つ
い

と
、
想
定
さ
れ
る

注
目
し
、
変
更
が

「
連
舞
」
を

性
向
け
の
雑

聞
』
に
掲
載

て
「
若
く
未

す
。
つ
ま
り

ル

の
中
に

同
誌
は
、
学

、
昭
和
三
十
七
年

六
回
に
わ
た
っ
て

は
作
者
有
吉
に
よ

行
わ
れ
た
理

世
界
を
書
く

か
。（

一
）
『
マ

｜
｜

掲
載
し
た
『
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
』
は
、

誌
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
。
創
刊
前
年
の

さ
れ
た
広
告
に
は
、「
未
婚
の
あ
な
た

婚
の
あ
な
た
の
（
略
）
す
べ
て
の
生
き

、
あ
な
た
の
き
ょ
う
の
生
活
と
知
性
が

あ
る
の
で
す
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。

習
雑
誌
の
大
手
出
版
社
で
あ
っ
た
小
学

由
と
そ
の
効
果
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ

際
の
有
吉
の
着
眼
点
を
探
る
こ
と
が
で

二
、「
連
舞
」
の
背
景

日
本
舞

ド
モ
ア
ゼ
ル
』
の
読
者
と
「
連
舞
」

水

山

昭
和
三
十
五
年
に
若
い
女

十
二
月
六
日
に
『
朝
日
新

に
・
編
集
長
か
ら
」
と
し

方
を
編
集
し
た
つ
も
り
で

、
新
雑
誌
〈
マ
ド
モ
ア
ゼ

近
藤
洋
子
氏
に
よ
る
と
、

館
か
ら
、
自
社
誌
『
女
学

れ
に
よ
り
、
伝
統
芸
能
の

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

踊
界
と
読
者
層

の
人
気

三
二

知

春



有
吉
佐
和

三
作
か
ら
四
作
あ
っ

「
未
婚
の
あ
な
た
」

ア
ゼ
ル
』
誌
の
方
針

い
る
。
選
考
は
、
対

ク
シ
ョ
ン
・
手
記
・

っ
て
い
る
。
昭
和
二

学
在
学
者
数
は
四
・

る
。次

に
、
こ
の
雑
誌

女
性
の
生
き
方
、
皇

他
に
、
服
飾
の
グ
ラ

や
、
株
式
投
資
の
ア

ゼ
ル
』
を
、
女
子
の

む
雑
誌
」
で
あ
る
、

品
と
読
者
の
関
係
に

近
藤
氏
の
指
摘
す

『
社
会
教
育
』
を
参
考

高
等
学
校
進
学
率
が

四
八
・
五
％
、
女
子

生
の
友
』
に
次
ぐ
年

子
「
連
舞
」
論

た
。の

「
生
活
と
知
性
」
を
編
集
す
る
、

は
、
同
誌
の
設
定
し
た
読
者
賞
の
選
考

象
期
間
の
記
事
を
、
一
般
教
養
部
門

座
談
会
な
ど
）
と
、
暮
ら
し
の
記
事

十
五
年
と
比
べ
る
と
、
高
校
進
学
率
が

二
五
倍
で
あ
り
、
確
か
に
女
子
の
高
学

の
実
際
の
内
容
を
見
る
と
、
特
集
記
事

室
関
係
者
や
芸
能
人
に
関
す
る
話
題
が

ビ
ア
、
型
紙
つ
き
の
洋
裁
の
ペ
ー
ジ
、

ド
バ
イ
ス
等
が
毎
号
に
見
ら
れ
る
。
連

教
育
程
度
の
高
ま
り
に
応
じ
た
「
見
る

と
論
じ
、
初
期
の
小
説
欄
に
寄
せ
ら
れ

つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

る
昭
和
三
十
年
代
後
半
の
女
子
の
教

に
見
て
み
る
と
、
昭
和
三
十
七
年
の

六
二
・
五
％
、
高
校
在
学
生
中
に
占
め

の
大
学
在
学
者
は
一
八
万
人
で
全
在
学

齢
層
を
対
象
に
創
刊
さ
れ
た
。
近
藤

と
い
う
『
マ
ド
モ

基
準
に
も
表
れ
て

（
小
説
・
ノ
ン
フ
ィ

（
服
飾
・
美
容
・
料

有
吉
が
述

が
掲
載
さ
れ

る
十
ヶ
月
も

印
象
深
か
っ

票
で
上
位
五

約
一
・
五
倍
、
大

歴
化
が
進
ん
で
い

は
、
恋
愛
・
結
婚
、

主
で
あ
り
、
そ
の

映
画
と
本
の
紹
介

載
小
説
も
毎
号
に

由
紀
夫
「
肉

淳
之
介
「
ず

）
が
掲
載

「
翳
り
あ
る
微

員
一
致
で
「

と
し
て
、「「

当
し
な
い
と

雑
誌
で
は
な
く
読

た
感
想
か
ら
、
作

育
程
度
を
、
雑
誌

段
階
で
、
女
子
の

る
女
子
の
割
合
が

生
の
二
二
％
と
な

た
。
初
め
に

最
優
秀
作
が

八
年
四
月
号

一
月
号
発
刊

が
あ
っ
た
。

「
連
舞
」
は

賞
作
で
あ
る

氏
は
、『
マ
ド
モ
ア

理
な
ど
）
の

べ
て
い
る
よ
う
に
、
第
一
回
読
者
賞
の

た
の
は
、
最
初
の
二
ヶ
月
の
み
で
あ
り

前
に
連
載
が
終
了
し
て
い
た
。
他
の
記

た
、
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
状
態

作
品
中
に
選
ば
れ
た
と
い
う
事
実
は
、

体
の
門
」（

一
二
月
）、
壺
井
栄
「
嫁

べ
公
天
使
」（
四
月

）、
黒
岩
重
吾

さ
れ
て
い
た
。
読
者
投
票
の
結
果
、

笑
」
の
三
作
を
含
む
上
位
五
つ
の
記

連
舞
」
が
第
一
位
に
選
ば
れ
た
。
有
吉

連
舞
」
は
私
の
記
憶
で
は
一
昨
年
の
連

思
っ
て
お
り
ま
し
た
の
に
」
と
述
べ
た

読
者
投
票
を
行
い
、
上
位
五
作
品
の
中

決
定
さ
れ
た
。
第
一
回
の
マ
ド
モ
ア
ゼ

か
ら
翌
年
三
月
号
ま
で
を
対
象
に
、
応

時
か
ら
二
月
末
日
ま
で
と
定
め
て
募
集

、
こ
の
第
一
回
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
読
者

。
対
象
期
間
中
の
同
誌
に
は
、「
連
舞

二
部
門
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
一
作

三
三

選
考
期
間
内
で
「
連
舞
」

、
読
者
選
考
が
開
始
さ
れ

事
と
特
に
関
係
が
あ
っ
て

に
も
関
わ
ら
ず
、
読
者
投

「
連
舞
」
が
連
載
期
間
中

さ
ん
」（
四
月

）、
吉
行

「
翳
り
あ
る
微
笑
」（
十
月

「
肉
体
の
学
校
」「
連
舞
」

事
か
ら
、
選
考
委
員
の
全

は
、「
受
賞
の
こ
と
ば
」

載
で
、
今
度
の
賞
に
は
該

上
で
喜
び
を
語
っ
て
い
る
。

か
ら
選
考
委
員
に
よ
っ
て

ル
読
者
賞
は
、
昭
和
三
十

募
期
間
を
昭
和
三
十
九
年

さ
れ
、
四
万
余
通
の
応
募

賞
の
、
一
般
教
養
部
門
受

」（

五
月
）
の
他
、
三
島

品
を
選
ぶ
形
式
で
行
わ
れ



国
内
公
演
に
加
え

に
は
有
吉
と
関
係
の

川

穂
、
藤
間
美
代

年
に
は
吾
妻
徳
穂
、

欧
州
公
演
を
行
っ
て

舞
踊
家
で
は
な
い

ら
三
十
年
代
後
半
に

を
挙
げ
る
と
、「
連
舞

に
、「
日
本
舞
踊
は
花

て
い
る
。
公
演
内
容

寿
会
と
藤
間
勘
紫
恵

の
古
典
が
、
西
崎
緑

ピ
エ
ロ
」
北
原
白
秋

「
田
楽
法
師
」「
三
枚

有
吉
佐
和

か
ら
人
気
を
集
め
て

あ
っ
た
こ
と
を
示
し

（
二
）
昭
和
三
十

次
に
作
品
発
表
当

す
る
。

昭
和
二
十
年
代
後

、
海
外
公
演
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た

深
い
吾
妻
徳
穂
の
ア
メ
リ
カ
公
演
を
始

枝
、
花
柳
寿
美
ら
の
フ
ラ
ン
ス
公
演
が

尾
上
菊
之
丞
ら
の
米
国
興
行
、
三
十
年

い
る
。

一
般
的
な
日
本
人
に
と
っ
て
も
、
昭
和

か
け
て
は
日
本
舞
踊
が
身
近
に
感
じ
ら

」
連
載
開
始
の
前
年
、
昭
和
三
十
六

ざ
か
り
」
と
の
見
出
し
で
、
各
派
の

は
古
典
・
新
振
り
付
け
・
創
作
と
様
々

「
あ
か
し
会
」
で
は
「
保
名
」「
島
の

創
作
試
演
会
で
は
交
響
組
曲
「
能
面

「
狼
」
等
の
新
作
が
発
表
さ
れ
、
西
川

絵
」
等
が
新
振
り
付
け
で
上
演
さ
れ
た

子
「
連
舞
」
論

お
り
、
連
載
が
終
了
し
て
も
読
者
の
記

て
い
る
と
言
え
る
。

年
代
の
日
本
舞
踊

時
の
、
作
品
の
題
材
で
あ
る
日
本
舞
踊

半
か
ら
、
日
本
舞
踊
界
は
大
変
な
活
況

。
昭
和
二
十
八
年

め
、
西
崎
緑
、
市

あ
り
、
翌
二
十
九

に
は
五
条
珠
美
が

二
十
年
代
後
半
か

れ
る
時
期
で
あ
っ

和
二
十
五
年

は
な
い
」
と

勧
め
が
掲
載

の
見
出
し
で

昭
和
二
十
七

集
が
組
ま
れ

記
事
に
は
、

年
の
『
朝
日
新
聞
』

公
演
が
紹
介
さ
れ

で
あ
り
、
西
川
鯉

千
歳
」「
八
島
」
等

」「
月
に
憑
か
れ
た

鯉
男
公
演
会
で
は

こ
と
が
分
か
る
。

し
て
、「
お
稽

で
は
、「『
お

の
趣
味
や
お

こ
と
を
報
じ

入
る
、
人
気

お
稽
古
事

ー
ム
」
に
先

憶
に
残
る
作
品
で

界
の
状
況
を
考
察

に
あ
っ
た
。
一
例

た
。『

国
民
生
活

激
に
普
及
し

暇
活
動
が
増

動
の
内
容
が

分
で
や
つ
て

の
『
読
売
新
聞
』
で
は
、
日
本
舞
踊
は

し
て
、
花
柳
流
家
元
花
柳
寿
輔
氏
に
よ

さ
れ
て
い
る
。
同
年
に
は
「
お
嬢
さ
ん

、
子
ど
も
に
日
舞
を
習
わ
せ
る
親
の
増

年
に
な
る
と
、
十
四
回
に
わ
た
っ
て

て
お
り
、
連
載
の
第
一
回
目
が
日
本
舞

日
本
舞
踊
は
「
ち
ょ
っ
と
近
所
を
見
回

古
事
」
に
人
気
が
集
ま
っ
た
。
昭
和

け
い
こ
ご
と
』
は
花
ざ
か
り
」
と
い
う

け
い
こ
ご
と
の
施
設
」
が
、「
ど
こ
で

て
い
る
。
日
本
舞
踊
も
、
生
け
花
、
茶

の
お
稽
古
事
で
あ
っ
た
。

と
し
て
の
日
本
舞
踊
へ
の
関
心
は
、
国

駆
け
て
、
子
ど
も
の
お
稽
古
人
気
の
中

白
書
』
に
よ
る
と
、
昭
和
三
十
年
代

、
そ
の
動
き
が
一
段
落
し
た
後
、
三
十

加
し
、
い
わ
ゆ
る
「
レ
ジ
ャ
ー
ブ
ー
ム

、
映
画
等
「
見
て
楽
し
む
」
も
の
か
ら

楽
し
む
」
も
の
へ
と
変
化
す
る
中
で
、

「
特
権
階
級
の
専
有
物
で

る
、
安
価
な
集
団
稽
古
の

の
日
本
舞
踊
大
流
行
」
と

加
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

「
コ
ド
モ
の
け
い
こ
場
」
特

踊
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

し
て
も
二
人
や
三
人
」
と

三
十
八
年
の
『
朝
日
新
聞
』

見
出
し
で
、「
女
性
向
け

も
満
員
の
盛
況
」
で
あ
る

道
と
並
ん
で
五
本
の
指
に

民
全
体
の
「
レ
ジ
ャ
ー
ブ

か
ら
高
ま
り
始
め
る
。
昭

三
四

前
半
に
耐
久
消
費
財
が
急

年
代
後
半
に
は
国
民
の
余

」
が
到
来
し
た
。
余
暇
活

ス
ポ
ー
ツ
や
旅
行
等
「
自

特
に
女
性
の
余
暇
活
動
と
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た
ち
が
習
う
可
能
性

近
に
感
じ
る
こ
と
が

対
象
期
間
中
の
連

な
い
に
も
関
わ
ら
ず

当
時
の
日
本
舞
踊
界

介
さ
れ
て
い
る
。
さ

修
業
か
職
業
候
補
か

南
し
て
い
る
。
こ
れ

姿
勢
と
し
ぐ
さ
の
習

か
か
る
た
め
注
意
が

「
連
舞
」
の
読
者
で

て
未
婚
の
あ
な
た
」

と
書
か
れ
て
お
り
、

「
せ
め
て
こ
ど
も
の
世

い
？

親
心
か
ら
か

お
稽
古
事
は
主
婦
の

集
に
掲
載
さ
れ
た
「

め
た
り
婦
人
会
の
集

に
、
生
け
花
、
茶
の

師
匠
が
多
い
た
め
に

子
「
連
舞
」
論

の
あ
る
お
稽
古
事
の
内
の
一
つ
と
し
て

で
き
た
年
代
で
あ
る
。

載
回
数
が
少
な
く
、
他
の
記
事
と
の
関

、「
連
舞
」
が
読
者
か
ら
好
評
を
得
ら

が
活
況
に
あ
り
、
読
者
の
年
齢
層
に
と

ら
に
昭
和
三
十
九
年
に
な
る
と
、
趣
味

等
、
動
機
の
違
い
ご
と
に
お
稽
古
事
を

ら
の
記
事
で
は
共
通
し
て
、
日
本
舞
踊

得
が
期
待
で
き
る
が
、
の
め
り
こ
む
と

必
要
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
、『
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
』
が
読
者
に

た
ち
の
年
齢
層
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

さ
ら
に
、
子
ど
も
の
稽
古
事
が
流
行
す

界
だ
け
で
も
文
化
の
恩
恵
に
浴
さ
せ

」
と
の
推
測
を
載
せ
て
い
る
。
昭
和
三

間
で
も
流
行
を
見
せ
、
同
紙
の
昭
和
三

お
け
い
古
の
手
引
き
」
で
は
、「
中
途

い
な
ど
で
ご
愛
嬌
に
披
露
す
る
」、「
家

湯
、
書
道
、
小
唄
と
並
ん
で
、
日
本
舞

手
軽
に
始
め
ら
れ
る
が
、
出
費
に
は
注

、
日
本
舞
踊
を
身

係
も
特
に
見
ら
れ

れ
た
理
由
に
は
、

っ
て
日
本
舞
踊
が

の
で
す

さ
ら
に
有

述
べ
る
。『

連
舞

エ
ッ
ト

か
実
益
か
、
花
嫁

続
け
る
方
法
を
指

を
す
る
と
美
し
い

際
限
な
く
お
金
が

想
定
し
た
「
若
く

ら
ず
っ
と
、
自
分

舞
」
の
意
味

る
。

「
連
舞

す
が
、

人
が
立

て
も
よ

ん
で
し

る
理
由
に
対
し
て

よ
う
と
い
う
有
難

十
年
代
に
な
る
と
、

十
三
年
の
新
年
特

か
ら
楽
し
み
に
始

庭
婦
人
」
を
対
象

踊
の
始
め
方
が
紹

こ
の
よ
う

の
内
容
を
考

（
一
）
自

「
連
舞
」
に

子
の
、
少
女

意
が
必
要
で
あ
る

身
近
な
お
稽

。吉
は
、「
連
舞
」
は
「
才
能
」
に
つ
い

』
は
、
最
初
、
才
能
の
あ
る
者
と
、

を
描
き
出
そ
う
と
い
う
意
図
の
も
と
に

に
つ
い
て
、
作
者
有
吉
は
自
作
解
説
で

」
は
、
文
字
通
り
二
人
以
上
の
人
間

そ
れ
は
必
ず
し
も
同
じ
振
り
を
踊
る
こ

て
ば
一
人
が
す
わ
り
、
一
人
が
動
で
あ

ろ
し
い
の
で
す
。（
略
）
で
す
が
、
秋

た
。
長
い
間
、
彼
女
は
千
春
と
の
連
舞

な
状
況
を
背
景
に
書
か
れ
た
「
連
舞
」

察
し
て
い
く
。

三
、「
連
舞
」

作
解
説

は
、
日
本
舞
踊
梶
川
流
の
師
匠
・
梶

時
代
か
ら
二
五
歳
ま
で
が
描
か
れ
て

古
事
で
あ
り
得
た
こ
と
が
含
ま
れ
る
で

三
五

て
描
い
た
作
品
で
あ
る
と

才
能
の
な
い
者
と
の
デ
ュ

筆
を
と
っ
た
も
の
で
し
た
。

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い

が
踊
る
こ
と
を
意
味
し
ま

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

れ
ば
、
一
人
が
静
で
あ
っ

子
は
そ
れ
に
気
づ
き
ま
せ

に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た

に
つ
い
て
、
次
章
か
ら
そ

川
寿
々
の
長
女
で
あ
る
秋

い
る
。
題
名
で
あ
る
「
連

あ
ろ
う
。



ら
も
虐
げ
ら
れ
て
お

春
は
、
踊
り
も
抜
群

二
次
世
界
大
戦
下
ま

が
、
終
戦
後
に
ア
ー

プ
・
テ
ィ
ー
ジ
ン
グ

め
ら
れ
る
存
在
と
な

家
元
夫
人
と
し
て
梶

言
の
も
と
に
、

い
う
の
に
。

自
作
解
説
に
あ
る

覚
め
て
い
く
過
程
と

く
過
程
と
の
対
比
を

る
。踊

り
の
家
に
生
ま

有
吉
佐
和

し
か
し
、
日
常

者
は
常
々
疑
問

べ
き
か
、
と
。

思
え
ば
、
才

ま
す
。
才
能
が

か
ず
に
生
き
て

り
、
三
歳
年
下
の
異
父
妹
で
、
先
代
家

で
周
囲
か
ら
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
。

で
、
誰
に
も
認
め
ら
れ
な
い
生
活
を
続

ニ
ー
・
パ
イ
ル
劇
場
で
行
わ
れ
た
公

を
演
じ
さ
せ
ら
れ
、
絶
賛
を
受
け
て
、

る
。
こ
の
公
演
を
機
に
、
秋
子
は
家
元

川
流
を
支
え
な
が
ら
、
自
分
の
踊
り
を

虐
げ
ら
れ
て
い
た
秋
子
は
、
見
事
に
そ

通
り
、「
連
舞
」
は
、「
才
能
が
な
い
」

、「
才
能
が
あ
る
」
千
春
が
「
才
能
」

、
日
本
舞
踊
の
「
連
舞
」
に
見
立
て
て

れ
な
が
ら
踊
り
が
下
手
な
秋
子
は
、
母

子
「
連
舞
」
論

ご
く
簡
単
に
使
わ
れ
て
い
る
才
能
と
い

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
人
生
、
何
を
も

（
略
）

能
と
い
う
言
葉
ほ
ど
怖
ろ
し
い
も
の
は

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
千
春
自
身
、
そ
の

い
た
よ
う
で
す
。（
略
）
才
能
が
な
い

元
の
血
を
引
く
千

幼
少
時
代
か
ら
第

け
て
い
た
秋
子
だ

演
で
、
ス
ト
リ
ッ

一
躍
周
囲
か
ら
認

の
正
妻
と
な
り
、

磨
い
て
い
く
。
一

小
説

梶
川
流

ド
ダ
ン

い
た
よ

「
秋
子
に
自

の
結
末
が
当

「
梶
川
流
を

れ
を
自
覚
し
た
と

秋
子
が
才
能
に
目

を
も
ち
崩
し
て
い

描
い
た
作
品
で
あ

か
ら
も
門
弟
ら
か

有
吉
の
自
作

し
て
、「
踊
り

の
観
衆
の
前

の
愛
に
ひ
か

て
い
る
。

こ
の
う
ち

述
べ
て
い
る

う
言
葉
に
は
、
作

っ
て
才
能
と
呼
ぶ

な
い
よ
う
に
思
い

才
能
に
全
く
気
づ

と
い
う
残
酷
な
一

方
、
天
才
と

る
が
、
四
年

自
覚
す
る
よ

の
帰
国
を
前

場
面
で
「
連

作
品
は
秋

の
楽
屋
落
ち
に
な
り
ま
す
が
、
実
は
作

を
飛
び
出
し
て
、
因
習
の
世
界
を
蹴
倒

サ
ー
に
な
る
と
い
う
結
末
を
考
え
て
い

り
も
秋
子
は
胆
汁
質
な
粘
り
強
い
性

分
の
才
能
を
自
覚
さ
せ
た
チ
ャ
ン
ス

初
の
予
定
か
ら
変
更
さ
れ
る
転
換
点
で

飛
び
出
し
て
（
略
）
ヌ
ー
ド
ダ
ン
サ

解
説
で
は
、「
秋
子
に
自
分
の
才
能
を
自

の
下
手
な
秋
子
が
ア
ー
ニ
ー
・
パ
イ

で
、
衣
装
を
脱
い
で
全
裸
に
な
る
と
こ

さ
れ
て
、
日
本
を
出
奔
す
る
と
い
う
と

、
一
つ
目
の
チ
ャ
ン
ス
を
指
摘
し
た
後

。 称
さ
れ
て
い
た
妹
の
千
春
は
、
結
婚
し

後
に
は
離
婚
し
て
帰
国
す
る
こ
と
に
な

う
に
な
っ
た
秋
子
が
、
か
つ
て
自
分
の

に
、
今
な
ら
ば
千
春
と
連
れ
舞
う
こ
と

舞
」
は
幕
を
閉
じ
る
。

子
が
自
分
の
「
才
能
」
を
自
覚
す
る
過

者
は
当
初
、
秋
子
が
後
に

す
よ
う
な
勢
い
で
、
ヌ
ー

ま
し
た
。
作
者
が
考
え
て

格
だ
っ
た
の
で
す
。

」
の
一
つ
目
は
、「
連
舞
」

も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ー
に
な
る
」
と
い
う
当
初

覚
さ
せ
た
チ
ャ
ン
ス
」
と

ル
劇
場（
編
集
部
注
・
現
在

の
東
京
宝
塚
劇
場

）

ろ
」
と
「
千
春
が
二
世
と

き
」
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ

で
、
有
吉
は
次
の
よ
う
に

三
六

、
踊
り
を
捨
て
て
渡
米
す

る
。
自
分
の
「
才
能
」
を

存
在
を
脅
か
し
て
い
た
妹

が
で
き
る
、
と
確
信
す
る

程
を
追
っ
て
展
開
す
る
。



有
吉
佐
和

秋
子
が
日
本
舞
踊

の
が
「
捻
り
足
」
で

立
っ
て
い
る

男
足
に
な
っ
て

も
ち
ろ
ん
秋

秋
子
の
身
体
に
着
目

公
演
以
前
に
は
、

お
り
、
こ
れ
は
、
当

ー
ド
ダ
ン
サ
ー
に
な

子
の
身
体
は
、
着
物

ー
ジ
ン
グ
（
以
下
ス

要
素
を
備
え
て
い
る

ら
は
、
作
品
の
重
要

演
」
と
記
す
。）
以
前

上
で
、
連
載
途
中
で

（
二
）
「
連
舞
」
ア

公
演
以
前
と
以
後

公
演
を
機
に
変
更
が

非
常
に
注
目
さ
れ
、

の
予
定
は
、
ど
の
よ

子
「
連
舞
」
論

に
向
か
な
い
点
と
し
て
、
子
ど
も
の
頃

あ
る
。

と
き
も
、
足
が
内
輪
に
な
ら
な
く
て
、

し
ま
う
。
爪
先
が
開
い
て
外
輪
な
の
だ

子
も
気
を
つ
け
れ
ば
足
を
内
輪
に
し
て

す
る
。

秋
子
の
身
体
と
そ
れ
に
対
す
る
評
価
が

初
予
定
さ
れ
て
い
た
「
梶
川
流
を
飛
び

る
と
い
う
結
末
」
へ
の
伏
線
で
あ
る
と

を
着
て
踊
る
こ
と
に
は
不
向
き
で
、
ス

ト
リ
ッ
プ
と
記
す
。）
を
演
じ
る
の
に

の
で
あ
る
。

な
転
換
点
と
な
る
ア
ー
ニ
ー
・
パ
イ
ル

と
そ
れ
以
後
に
分
け
て
作
品
の
展
開

行
わ
れ
た
変
更
の
理
由
と
結
果
に
つ
い

ー
ニ
ー
・
パ
イ
ル
公
演
以
前

を
比
較
す
る
と
、
自
作
解
説
に
述
べ
ら

行
わ
れ
た
形
跡
が
確
か
に
認
め
ら
れ
る

公
演
以
後
は
ほ
ぼ
無
視
さ
れ
る
要
素
と

う
に
、
そ
し
て
何
の
た
め
に
変
更
さ
れ

か
ら
指
摘
さ
れ
る

気
を
つ
け
な
い
と

。（
略
）

踊
る
こ
と
が
で
き

こ
の
よ
う

評
価
さ
れ
る

あ
る
。
こ
こ

は
違
う
基
準

秋
子
の
身

詳
し
く
描
か
れ
て

出
し
て
（
略
）
ヌ

考
え
ら
れ
る
。
秋

ト
リ
ッ
プ
・
テ
ィ

は
非
常
に
適
す
る

よ
う
に
思
え

強
制
さ
れ
る

歩
き
に
不
向

の
印
と
言
っ

の
身
体
は
「

い
」
と
酷
評

本
舞
踊
か
ら

公
演
（
以
下
「
公

を
整
理
し
、
そ
の

て
考
察
す
る
。

れ
て
い
る
よ
う
に
、

。
公
演
以
前
に
は

し
て
、
本
節
で
は

は
な
い

痺
れ
て

づ
け
る

日
本
舞
踊

が
、
梶
川
流

れ
て
い
る
。

二
氏
は
「
内

た
の
か
。
次
項
か

な
い
わ

に
日
本
舞
踊
界
で
は
酷
評
さ
れ
て
い
た

場
所
が
、
米
兵
専
用
の
娯
楽
施
設
・
ア

で
の
観
客
は
進
駐
軍
の
兵
士
と
関
係
者

で
評
価
さ
れ
た
。

体
は
、
日
本
舞
踊
の
世
界
で
は
否
定
さ

る
」
と
述
べ
、
女
性
が
、
特
に
着
物
を

こ
と
を
そ
の
影
響
例
に
挙
げ
て
い
る
。

き
な
、
秋
子
の
「
捻
り
足
」
は
、
日
本

て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に

鳩
胸
で
っ
ち
り
」
で
「
着
物
を
着
る

さ
れ
る
、「
踊
り
に
は
、
と
ん
で
も
な

ま
す
ま
す
疎
外
さ
れ
て
い
く
。

。
だ
が
、
長
い
時
間
そ
う
し
て
坐
っ
て

げ
た
よ
う
に
痛
く
な
る
の
で
あ
っ
た

と
、
脚
の
内
股
が
腫
れ
上
が
る
。

は
東
京
方
面
の
「
踊
り
」
と
京
都
方
面

は
歌
舞
伎
と
共
通
す
る
要
素
の
多
い

歌
舞
伎
の
重
要
な
技
法
の
一
つ
に
、
内

輪
歩
き
ほ
ど
影
響
の
長
く
大
き
い
演
劇

け
で
は
な
い
。
坐
る
の
も
普
通
の
正
座

三
七

秋
子
の
身
体
が
、
初
め
て

ー
ニ
ー
・
パ
イ
ル
劇
場
で

で
あ
り
、
公
演
は
日
本
と

れ
続
け
て
き
た
が
、
日
本

着
た
時
に
、
内
輪
歩
き
を

踊
り
の
基
本
で
あ
る
内
輪

舞
踊
の
世
界
か
ら
の
疎
外

秋
子
が
成
長
す
る
と
、
そ

と
見
ら
れ
た
も
の
じ
ゃ
な

い
体
つ
き
」
に
な
り
、
日

い
る
と
、
足
首
か
ら
先
が

。
女
方
の
舞
い
も
踊
り
つ

の
「
舞
」
に
分
け
ら
れ
る

「
踊
り
」
の
系
統
と
設
定
さ

輪
歩
き
が
あ
り
、
武
智
鉄

的
創
造
は
他
に
無
か
っ
た

が
や
っ
て
や
れ
な
い
こ
と



れ
る
身
体
を
も
っ
た

る
世
界
へ
と
脱
出
す

手
に
入
れ
ら
れ
る
の

以
上
の
よ
う
に
、

出
る
こ
と
で
「
才
能

伏
線
と
し
て
、
日
本

用
い
ら
れ
て
い
る
。

日
本
舞
踊
と
ス
ト

着
る
か
脱
ぐ
か
、
型

照
的
な
事
項
で
あ
る

（
略
）
ヌ
ー
ド
ダ
ン
サ

の
型
に
縛
ら
れ
た
古

転
身
し
、
そ
の
中
で

考
え
ら
れ
る
。
日
本

有
吉
佐
和

舞
踊
の
呪
縛
を
離
れ

派
な
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム

れ
、
絶
賛
を
受
け
る

こ
こ
で
は
「
足
首
を

型
の
脚
線
美
」
と

で
た
っ
ぷ
り
踊
」
っ

秋
子
は
、
自
分
の
身
体
が
蔑
ま
れ
る
世

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
「
才
能
」

で
あ
る
。

公
演
以
前
の
「
連
舞
」
は
、
秋
子
が
日

」
に
気
づ
く
展
開
が
予
定
さ
れ
て
お
り

舞
踊
界
の
内
外
で
評
価
が
正
反
対
と
な

こ
れ
に
対
し
て
、
公
演
以
降
の
「
連
舞

リ
ッ
プ
は
、
ど
ち
ら
も
「
踊
り
」
で
は

に
従
う
か
否
か
、
伝
統
が
あ
る
か
否
か

。
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
「
梶
川

ー
に
な
る
」
と
い
う
展
開
に
お
い
て

い
世
界
か
ら
、
個
性
を
力
に
切
り
開
く

、
自
分
の
「
才
能
」
に
気
づ
い
て
い
く

舞
踊
の
世
界
か
ら
出
た
時
に
初
め
て
認

子
「
連
舞
」
論

た
こ
の
空
間
で
は
、「
日
本
人
離
れ
の

」「
見
事
な
乳
房
と
、
美
し
い
足
の
線

。「
幼
い
頃
か
ら
恥
じ
て
い
た
」
と
い

束
に
し
て
、
腿
か
ら
隙
間
な
く
く
っ

評
価
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
、
秋
子
は

て
観
客
を
魅
了
す
る
の
で
あ
る
。

界
か
ら
絶
賛
さ
れ

に
気
づ
く
地
盤
を

本
舞
踊
界
の
外
に

、
そ
の
展
開
へ
の

る
秋
子
の
身
体
が

」
で
は
、
秋
子
の

か
さ
れ
て
、

梶
川
月
の

人
と
し
て
の

す
る
。
渡
米

々
の
血
が

て
」
次
の
よ

「
母
さ

あ
る
が
、
着
物
を

、
等
の
点
で
は
対

流
を
飛
び
出
し
て

、
秋
子
は
、
伝
統

新
し
い
世
界
へ
と

は
ず
で
あ
っ
た
と

め
ら
れ
、
評
価
さ

定
と
は
別
の

（
三
）
「
連

公
演
の
後

節
で
は
、
家

以
後
の
「
連

秋
子
に
訪

さ
せ
た
チ
ャ

し
た
姿
態
と
、
立

」
と
し
て
評
価
さ

う
「
捻
り
足
」
も
、

つ
く
」「
理
想
的
な

「
自
分
の
振
り
付
け

身
体
へ
の
言

締
め
る
と
、

の
だ
ろ
う
か

れ
て
い
た
秋

せ
ん
わ
」
と

身
体
描
写

日
本
を
出
奔
す
る
と
い
う
と
き
」
で
あ

名
に
値
し
な
い
と
周
囲
か
ら
非
難
さ
れ

活
動
を
始
め
た
頃
、
千
春
は
結
婚
し
、

に
反
対
す
る
寿
々
が
、「
考
え
て
ご
ら

」
と
説
得
を
始
め
た
時
、
千
春
は

う
に
答
え
る
。

ん
は
ず
っ
と
、
そ
う
云
い
続
け
て
私

方
向
へ
と
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

舞
」
ア
ー
ニ
ー
・
パ
イ
ル
公
演
以
降

、
家
元
の
正
妻
と
な
り
、
秋
子
は
「
梶

元
夫
人
と
な
っ
た
秋
子
に
訪
れ
る
三
つ

舞
」
を
考
察
す
る
。

れ
た
一
つ
目
の
転
機
は
、
自
作
解
説
で

ン
ス
」
の
二
つ
目
に
挙
げ
ら
れ
た
、「

及
は
「
裸
に
な
れ
ば
拍
手
の
く
る
こ
の

才
も
ま
た
呪
縛
に
締
め
付
け
ら
れ
た
よ

」
と
、
踊
れ
な
い
秋
子
が
述
懐
す
る
一

子
の
着
物
姿
も
、「
着
物
だ
っ
て
、
ど

見
惚
れ
ら
れ
る
ほ
ど
似
合
う
、
と
描
か

と
い
う
伏
線
を
廃
し
て
、
公
演
以
降
の

る
。

な
が
ら
、
秋
子
が
家
元
夫

日
本
舞
踊
を
捨
て
て
渡
米

ん
、
あ
ん
た
に
は
先
祖
代

「
毅
然
と
寿
々
を
見
上
げ

を
育
て
て
き
た
わ
。
私
に

川
月
」
を
襲
名
す
る
。
本

の
転
機
に
即
し
て
、
公
演

も
「
秋
子
に
才
能
を
自
覚

千
春
が
二
世
と
の
愛
に
ひ

三
八

躰
が
、
着
物
を
着
て
帯
を

う
に
衣
に
隠
れ
て
し
ま
う

場
面
に
止
ま
る
。
酷
評
さ

れ
だ
け
満
足
か
わ
か
り
ま

れ
る
。

「
連
舞
」
は
、
当
初
の
予



有
吉
佐
和

さ
ん
の
血
筋
も
流
れ

「
月
の
巻
」
を
見
事
に

人
間
」
か
ら
「
踊
れ

る
寿
々
に
長
年
の
不

何
か
と
い
え

二
つ
目
の
転
機
は

さ
ん
な
ん
だ
も
の
。

じ
ゃ
な
い
」「
こ
れ
か

面
で
あ
る
。
二
人
の

べ
る
母
に
対
し
、
秋

て
、
梶
川
月
と
い
う

寿
々
の
特
訓
の
結

つ
ま
り
、
私
が

て
い
る
だ
け
な

千
春
は
、
才
能
が

血
が
な
く
た
っ
て
愛

を
出
た
。
千
春
が
捨

心
」
を
失
い
、「
骨
ま

「
流
派
の
元
締
め
」
の

は
先
祖
代
々
の

子
「
連
舞
」
論

て
い
な
い
か
ら
と
明
ら
さ
ま
に
云
わ
れ

踊
り
あ
げ
て
周
囲
も
認
め
る
実
力
を

る
人
間
」
と
な
っ
た
秋
子
は
、「
家
元

満
を
ぶ
つ
け
る
。

ば
家
元
の
血
に
、
母
さ
ん
の
芸
の
血
だ

、
千
春
を
失
っ
た
寿
々
が
、「
秋
子
は

（
略
）
千
春
に
流
れ
て
る
家
元
の
血
と

ら
は
秋
子
を
仕
込
む
ん
だ
」
と
、
秋

娘
を
「
家
元
の
血
」
と
「
梶
川
月
」
と

子
は
「
母
さ
ん
が
愛
し
て
い
る
の
は
娘

名
前
で
は
な
い
か
」
と
怒
り
を
覚
え
る

果
、「
踊
り
が
下
手
な
の
は
、
家
元
の

踊
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
家
元
の
血

の
よ
。」

「
家
元
の
血
」
に
還
元
さ
れ
る
世
界

し
て
く
れ
る
」
日
系
二
世
の
青
年
を
選

て
た
世
界
に
残
っ
た
秋
子
は
、
誰
と

で
氷
の
よ
う
に
冷
え
き
っ
た
佇
い

仕
事
に
専
念
す
る
。

血
が
流
れ
て
い
る
か
ら
、
だ
か
ら
私
は

て
き
た
」
秋
子
は
、

得
る
。「
踊
れ
な
い

の
血
」
に
こ
だ
わ

、
と
い
う
話
ば
か

け
、「
梶
川
月

関
わ
ら
ず
踊

「
共
に
扇
を
か

る
の
で
あ
る

こ
の
よ
う

梶
川
の
家
元
の
奥

較
べ
て
劣
る
も
の

子
に
宣
言
す
る
場

い
う
名
前
と
で
比

の
私
で
は
な
く
っ

。血
は
お
ろ
か
、
母

第
三
の
転

で
あ
る
巻
物

に
描
か
れ
た

は
「
猿
の
愚

求
め
ず
、
む

月
と
し
て
の

流
派
を
支

っ
て
も
の
が
踊
っ

を
厭
い
、「
家
元
の

ん
で
日
本
舞
踊
界

も
「
連
れ
て
舞
う

」
を
身
に
付
け
て
、

が
る
と

何
か
と

え
か
ら

ま
っ
平

こ
う
言
っ

母
親
の
上
手

て
い
ら
れ
る

踊
れ
る
ん
だ
っ
て
。

り
で
、

」
と
し
て
の
生
き
方
を
も
悟
っ
た
秋

っ
て
い
れ
ば
い
い
、
と
確
信
す
る
。
そ

ざ
し
て
連
れ
舞
う
こ
と
が
で
き
る
」

。に
、
公
演
以
降
の
「
連
舞
」
は
、
家
元

機
は
、
千
春
の
帰
国
を
控
え
た
秋
子
が

を
開
き
、
梶
川
月
と
し
て
の
生
き
方
を

「
水
に
う
つ
る
月
を
す
く
い
と
ろ
う
と

か
さ
を
、
月
代
々
の
宝
と
せ
よ
」
と
解

し
ろ
内
心
で
は
夫
を
軽
蔑
し
な
が
ら
、

生
き
方
を
悟
る
。

え
る
存
在
と
な
り
、「
踊
れ
る
人
間
」

い
う
こ
と
は
認
め
よ
う
と
し
な
い
で
し

い
え
ば
家
元
と
い
う
権
威
と
何
と
か
し

出
て
い
る
ん
で
す
。
私
は
も
う
そ
ん
な

だ
わ
。

て
「
血
」
を
否
定
す
る
秋
子
で
あ
っ
て

の
芸
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
躰
が
、
ど
う

の
だ
ろ
う
」
と
の
疑
問
を
消
す
こ
と
は

ど
ん
な
血
が
流
れ
て
な
く
た
っ
て
芸
に

三
九

子
は
、
今
後
は
幸
不
幸
に

し
て
よ
う
や
く
、
千
春
と

と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

夫
人
梶
川
月
と
し
て
の
秋

、「
梶
川
月
代
々
の
宝
」

悟
る
場
面
で
あ
る
。
巻
物

す
る
猿
」
の
絵
を
、
秋
子

釈
し
、
夫
か
ら
の
愛
な
ど

流
派
を
支
え
続
け
る
梶
川

と
し
て
の
自
信
も
身
に
つ

ょ
う
？

そ
れ
も
こ
れ
も

て
結
び
つ
こ
う
と
い
う
考

こ
と
は
心
底
か
ら
嫌
だ
わ
。

も
「
家
元
の
血
も
流
れ
ず
、

し
て
梶
川
月
の
名
を
支
え

で
き
な
い
。

励
ん
だ
も
の
は
踊
り
が
上



べ
て
お
り
、
こ
の
言

既
に
千
春
と
「
連
れ

そ
れ
を
自
覚
す
る
か

「
梶
川
流
を
飛
び
出

の
設
定
で
は
、
秋
子

り
を
選
ぶ
。
前
章
に

の
身
体
に
適
す
る
踊

う
」
自
信
を
得
る
、

に
、
変
更
が
行
わ
れ

感
じ
さ
せ
る
点
が
多

有
吉
は
自
作
解
説

の
人
間
が
踊
る
こ
と

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

用
者
注
・
秋
子
）
は

有
吉
佐
和

子
の
成
長
と
変
化
を

分
の
「
才
能
」
を
自

「
梶
川
流
を
飛
び
出
し

予
定
に
代
わ
る
「
連

こ
こ
か
ら
、
結
末

ま
ず
考
え
ら
れ
る

か
ら
は
、
秋
子
が
「
踊
れ
な
い
」
人
間

舞
」
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

否
か
で
あ
る
。

し
て
（
略
）
ヌ
ー
ド
ダ
ン
サ
ー
に
な

は
日
本
舞
踊
踊
り
を
捨
て
、
ス
ト
リ
ッ

述
べ
た
よ
う
に
、
ス
ト
リ
ッ
プ
は
日
本

り
で
あ
る
。
当
初
の
予
定
通
り
ヌ
ー
ド

と
い
う
公
演
以
降
の
「
連
舞
」
で
描
か

た
可
能
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に

い
。

で
、「
連
舞
」
の
意
味
に
つ
い
て
、「
文

を
意
味
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も

ん
」
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、「
長

千
春
と
の
連
舞
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ

子
「
連
舞
」
論

描
い
て
お
り
、「
踊
れ
る
人
間
」
と
な

覚
し
て
、
千
春
と
「
連
れ
舞
う
」
自
信

て
（
略
）
ヌ
ー
ド
ダ
ン
サ
ー
に
な
る

舞
」
の
結
末
と
な
っ
て
い
る
。

を
変
更
し
た
理
由
に
つ
い
て
考
察
を
す

の
は
、
秋
子
が
「
才
能
」
を
自
覚
し
て

で
あ
っ
た
頃
か
ら

問
題
は
、
秋
子
が

る
」
と
い
う
当
初

プ
と
い
う
別
の
踊

印
離
れ
し
た
秋
子

ダ
ン
サ
ー
に
な
っ

る
こ
と
で
「

明
さ
れ
、
千

よ
っ
て
説
明

分
の
「
才
能

秋
子
は
拒
否

公
演
以
前

た
「
家
元
の

れ
た
結
末
の
た
め

つ
い
て
は
疑
問
を

字
通
り
二
人
以
上

同
じ
振
り
を
踊
る

い
間
、
彼
女
（
引

た
の
で
す
」
と
述

と
変
化
以
外

次
に
、
有

呼
ぶ
べ
き
か

さ
れ
る
も
の

公
演
以
前

げ
ら
れ
、
反

家
元
は
流
派

っ
た
秋
子
が
、
自

を
得
る
こ
と
が
、

」
と
い
う
当
初
の

す
め
る
。

千
春
と
「
連
れ
舞

た
場
合
で
も

人
間
」
と
な

信
を
も
つ
こ

秋
子
が
「

描
く
た
め
だ

は
な
い
だ
ろ

門
弟
た
ち
は
各
自
の
地
盤
を
安
定
さ
せ

春
の
踊
り
の
う
ま
さ
も
「
血
で
す
ね
え

さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
公
演
後
、

」
を
、
家
元
夫
人
と
い
う
地
位
に
よ
っ

し
て
い
る
。

で
は
単
に
日
本
舞
踊
界
の
特
殊
な
評
価

血
」
が
、
公
演
以
降
で
は
疑
問
視
さ
れ

に
描
く
べ
き
も
の
が
で
き
た
か
ら
で
は

吉
が
自
作
解
説
で
述
べ
て
い
る
、「
人

」
と
い
う
問
い
を
参
考
に
、
千
春
と
秋

に
着
目
す
る
。

に
お
い
て
、
秋
子
は
「
家
元
の
血
」
を

対
に
千
春
は
「
家
元
の
血
」
を
ひ
く
た

に
と
っ
て
「
絶
対
的
な
存
在
」
で
あ
り

、
秋
子
は
、
ス
ト
リ
ッ
プ
と
い
う
「
踊

り
、
千
春
と
「
連
れ
舞
う
こ
と
が
で
き

と
は
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

才
能
」
を
自
覚
し
て
千
春
と
「
連
れ
舞

け
で
あ
れ
ば
、
当
初
の
予
定
を
変
更
す

う
か
。「
連
舞
」
の
結
末
が
変
更
さ
れ

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
説

」
と
、「
家
元
の
血
」
に

踊
れ
る
人
間
に
な
っ
た
自

て
説
明
さ
れ
る
こ
と
を
、

基
準
と
し
て
描
か
れ
て
い

、
家
元
と
の
関
係
が
「
才

な
い
か
。

生
、
何
を
も
っ
て
才
能
と

子
の
「
才
能
」
の
根
拠
と

受
け
て
い
な
い
た
め
に
虐

め
に
も
て
は
や
さ
れ
た
。

、
家
元
を
「
神
格
化
」
す

四
〇

り
」
に
お
い
て
「
踊
れ
る

る
」
と
考
え
る
だ
け
の
自

う
」
自
信
を
も
つ
ま
で
を

る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で

た
理
由
は
、
秋
子
の
成
長



有
吉
佐
和

演
御
礼
、
御
振
付
御

礼
金
」
と
内
訳
ま
で

一
方
で
、
家
元
の

の
目
に
は
「
ど
ん
ど

寿
郎
ブ
ー
ム
」
の
中

四
、

秋
子
が
家
元
夫
人

家
元
と
い
う
存
在
が

家
元
夫
人
と
な
っ

仕
事
内
容
は
、
春
と

で
も
収
入
は
「
束
修

弟
子
の
名
取
り
式
の

か
け
ら
れ
る
。
こ
の

と
の
強
い
関
係
を
持

開
が
変
更
さ
れ
た
の

秋
子
が
家
元
夫
人

た
も
の
。
こ
の
点
に

深
く
考
察
す
る
こ
と

能
」
の
有
り
無
し
と

子
「
連
舞
」
論

礼
、
あ
ち
こ
ち
で
温
習
会
を
開
け
ば
、

が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

猿
寿
郎
は
「
新
作
舞
踊
に
現
を
抜
か
し

ん
小
器
用
に
な
る
傾
向
」
が
目
立
つ

で
は
絶
賛
を
受
け
、
梶
川
流
は
盛
大
な

結
末
の
変
更
の
理
由

家
元
制
度

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
公
演
以
降
の

公
演
以
前
よ
り
詳
し
く
描
か
れ
る
よ
う

た
秋
子
は
、
流
派
の
元
締
め
と
し
て
の

秋
の
温
習
会
か
ら
雑
務
に
至
る
ま
で
詳

、
月
謝
、
名
取
料
、
稽
古
許
し
に
対
す

あ
と
孫
弟
子
か
ら
贈
ら
れ
て
く
る
名
取

疑
問
を
描
く
た
め
に
は
、
秋
子
が
家
元

つ
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
な
っ
た
た
め
に
、「
連
舞
」
で
描
き

着
目
す
る
と
、
結
末
が
変
更
さ
れ
た
理

が
で
き
る
。

結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
疑

そ
の
度
に
（
略
）

」
て
い
る
。
秋
子

振
り
付
け
も
、「
猿

繁
栄
を
見
せ
る
。

役
の
家
柄
」

よ
う
に
「
日

係
の
ヒ
エ
ラ

集
団
に
凝
制

分
階
層
・
派

批
判
の
中
で

「
連
舞
」
で
は
、

に
な
る
。

仕
事
を
任
さ
れ
る
。

し
く
描
か
れ
、
中

る
謝
礼
、
地
方
の

料
、
家
元
様
御
出

ふ
と
梶

秋
子
が
家

の
裏
に
あ
る

舞
」
は
、
日

あ
る
。

武
智
鉄
二

し
、
芸
の
伝

夫
人
と
い
う
家
元

、
公
演
以
降
の
展

う
る
よ
う
に
な
っ

由
と
効
果
を
更
に

踊
り

こ
を
押

抑
え
て

は
近
頃

ね
。
家

な
い
ん

梶
川

問
が
幾
度
も
投
げ

こ
の
現
象
を

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
、

本
芸
能
の
師
匠
と
弟
子
と
の
連
鎖
に
よ

ル
キ
ー
的

な
派
閥
集
団

さ
れ
た
も
の
」
で
も
あ
り
、
主
従
関
係

閥
集
団
・
家
元
の
権
利
と
収
入
・
世
襲

川
月
代
々
に
継
承
さ
れ
る
宝
物
の
こ
と

元
夫
人
と
な
る
こ
と
で
、「
連
舞
」
に

家
元
の
本
音
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な

本
舞
踊
の
家
元
制
度
に
対
す
る
批
判
を

氏
の
定
義
に
よ
る
と
、
家
元
制
度
と
は

統
を
正
し
く
受
け
継
が
せ
る
こ
と
を
職

の
間
と
い
う
の
は
魔
物
の
魔
だ
。（
略

さ
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
家
元
の
僕

い
な
き
ゃ
な
ら
な
い
の
さ
。（
略
）
考

の
新
興
宗
教
と
似
た
こ
と
を
何
百
年
の

元
と
い
う
の
は
教
祖
の
こ
と
さ
。
だ
か

だ
よ
。

猿
寿
郎
の
笑
い
声
が
次
第
に
不
気
味
に

憂
慮
す
る
秋
子
に
、
猿
寿
郎
は
次
の
よ

四
一

川
島
武
宣
氏
が
定
義
す
る

っ
て
構
成
さ
れ
た
主
従
関

」
が
「
家
父
長
制
的
家
族

の
成
立
・
名
取
制
度
・
身

制
・
家
元
制
度
が
保
持
す

を
思
い
出
し
た
。

は
、
家
元
の
現
状
と
、
そ

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
「
連

含
む
作
品
と
な
っ
た
の
で

本
来
「
芸
の
尊
厳
を
維
持

能
と
す
る
一
流
の
総
取
締

）
僕
は
魔
物
に
首
の
根
っ

は
、
門
弟
の
首
根
っ
こ
を

え
て
み
る
と
、
日
本
舞
踊

昔
か
ら
や
っ
て
い
る
ん
だ

ら
面
白
い
よ
。
や
め
ら
れ

な
り
響
く
中
で
、
秋
子
は

う
に
語
る
。



れ
る
内
容
は
、
当
時

と
重
な
っ
て
い
る
。

当
時
の
「
家
元
ブ
ー

抜
か
」
す
家
元
や
、

描
く
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
に
、
猿
寿
郎

「
教
祖
」
に
例
え
て

ほ
ど
の
新
し
い
家
元

象
、
そ
の
巨
大
化
に

の
芸
術
性
と
の
矛
盾

そ
の
他
、
名
取
制
度

の
家
元
化
」
等
を
ひ

公
演
以
降
の
「
連

秋
子
の
視
点
を
通
し

有
吉
佐
和

る
芸
術
性
と
家
元
制

数
多
く
の
問
題
を
含

日
本
舞
踊
界
の
家

あ
る
が
、
こ
こ
で
は

西
山
松
之
助
氏
に
よ

舞
踊
界
の
家
元
制
度

行
わ
れ
て
い
た
家
元
批
判
の
中
で
指
摘

多
額
の
金
を
集
め
て
盛
況
な
梶
川
流
を

ム
」
が
提
示
さ
れ
、
そ
の
一
方
で
「

内
容
よ
り
家
元
の
権
威
を
求
め
る
「
猿

「
家
元
ブ
ー
ム
」
の
問
題
点
も
示
唆
さ

が
「
日
本
舞
踊
」
を
「
新
興
宗
教
」

「
や
め
ら
れ
な
い
」
と
口
に
し
、
彼
の

の
創
流
乱
立
現
象
、
伝
統
的
既
成
流
派

と
も
な
っ
て
派
生
し
た
家
元
組
織
の
経

問
題
、
家
元
の
内
部
分
裂
、
弟
子
た
ち

を
め
ぐ
る
諸
問
題
や
花
柳
界
と
の
結
び

き
お
こ
し
て
い
た
。

舞
」
は
、
当
時
批
判
の
対
象
と
な
っ
て

て
詳
し
く
描
い
て
い
る
。
秋
子
の
仕
事

子
「
連
舞
」
論

度
ゆ
え
に
生
ま
れ
る
権
力
と
実
力
の
矛

む
制
度
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

元
制
度
の
問
題
点
は
、
武
智
氏
、
川
島

「
連
舞
」
の
連
載
に
近
い
例
と
し
て
、

る
指
摘
を
参
照
す
る
。
西
山
氏
に
よ
る

は
「
は
げ
し
い
家
元
争
奪
戦
、
家
元
ブ

さ
れ
て
い
た
も
の

描
く
こ
と
に
よ
り
、

新
作
舞
踊
に
現
を

寿
郎
ブ
ー
ム
」
を

れ
て
い
る
。

に
、「
家
元
」
を

笑
い
声
が
「
不
気

「
連
舞
」
は

「
才
能
」
に
気

て
描
い
て
い

秋
子
が
日
本

さ
れ
、
家
元

う
に
な
っ
た

こ
の
変
更

の
膨
張
巨
大
化
現

営
と
、
流
儀
舞
踊

に
よ
る
家
元
追
放
、

つ
き
、
民
謡
舞
踊

い
た
家
元
制
度
を
、

内
容
と
し
て
示
さ

つ
い
て
い
る

公
演
を
機

人
に
な
る
と

日
本
舞
踊
界

さ
や
不
気
味

盾
等
に
起
因
す
る
、

氏
か
ら
も
指
摘
が

昭
和
三
十
五
年
の

と
、
当
時
の
日
本

ー
ム
と
言
わ
れ
る

味
に
な
り
響

の
根
強
さ
を

節
で
示
し
た

が
ら
も
、「
家

こ
と
を
理
由

の
疑
問
を
消

、
踊
れ
な
か
っ
た
秋
子
が
「
才
能
」

づ
か
な
い
千
春
と
対
比
し
て
日
本
舞

る
。
秋
子
が
「
才
能
」
に
気
づ
い
て
い

舞
踊
界
を
出
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

夫
人
と
な
っ
た
秋
子
の
視
点
か
ら
、
日

。に
よ
り
、「
連
舞
」
は
、
日
本
舞
踊
界

こ
と
を
描
き
出
し
て
い
る
と
言
え
よ
う

に
秋
子
が
ヌ
ー
ド
ダ
ン
サ
ー
に
な
る
と

い
う
展
開
へ
と
変
更
が
行
わ
れ
た
こ
と

の
家
元
制
度
と
そ
の
問
題
を
描
写
し
、

さ
ま
で
を
も
描
き
出
す
作
品
と
な
っ
た

五
、
お
わ
り
に

く
」
と
描
か
れ
る
こ
と
は
、
不
気
味
と

描
き
出
し
て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う

よ
う
に
、
秋
子
が
「
血
」
と
踊
れ
る
こ

元
の
血
も
流
れ
ず
、
母
親
の
上
手
の

に
「
ど
う
し
て
梶
川
月
の
名
を
支
え
て

せ
な
い
こ
と
も
、
流
派
に
属
す
る
者
のに

気
づ
い
て
い
く
課
程
を
、

踊
の
「
連
舞
」
に
見
た
て

く
背
景
と
し
て
、
当
初
は

た
が
、
連
載
途
中
で
変
更

本
舞
踊
界
が
描
か
れ
る
よ

を
、
捨
て
去
ら
れ
る
べ
き

。い
う
展
開
か
ら
、
家
元
夫

に
よ
り
、「
連
舞
」
は
、

そ
こ
に
存
在
す
る
不
思
議

の
で
あ
る
。

四
二

す
ら
思
わ
れ
る
家
元
制
度

。
同
様
に
、
前
章
の
第
三

と
と
の
関
係
を
否
定
し
な

芸
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
」

い
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
」
と

意
識
に
家
元
制
度
が
染
み



有
吉
佐
和

小
松
君
郎
脚
本

榎
本
滋
民
脚
本

六
日
、
主
演
・
草

有
吉
佐
和
子
「

四
月
一
日

伝
統
芸
能
を
扱

い
る
。「
連
舞
」
は
、

を
う
か
が
う
た
め
に

注

有
吉
佐
和
子
『

に
集
英
社
コ
ン
パ

さ
れ
た
。）

他
に
、
テ
レ
ビ
ド
ラ

と
し
て
描
く
作
品
へ

は
、
日
本
舞
踊
を
身

そ
の
世
界
を
支
え
る

得
る
作
品
と
な
っ
た

「
連
舞
」
を
執
筆
す

日
本
舞
踊
界
を
描
く

ち
つ
つ
存
続
す
る
世

「
因
習
の
世
界
」
と
し

子
「
連
舞
」
論

「
連
舞
」

、
一
九
六
五
年
三
月
二
日

・
演
出
「
連
舞
」
東
京
宝
塚
劇
場
、
一
九
七

笛
光
子

『
連
舞
』
の
秋
子
」『
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
』
五
巻

っ
た
作
品
群
の
中
の
一
つ
と
し
て
「
連
舞
」

伝
統
芸
能
の
世
界
を
多
く
描
い
た
有

、
重
要
な
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ

連
舞
』
集
英
社
、
一
九
六
三
年
六
月
二
五
日

ク
ト
ブ
ッ
ク
ス
か
ら
再
刊
、
一
九
七
九
年
に

マ
化
、
演
劇
化
も
さ
れ
て
い
る
。

と
変
化
し
た
。
ま
た
、
そ
の
変
化
に

近
に
感
じ
ら
れ
る
環
境
に
あ
っ
た
読
者

も
の
に
つ
い
て
、
疑
問
を
持
ち
つ
つ
考

の
で
あ
る
。

る
に
あ
た
っ
て
行
わ
れ
た
以
上
の
よ

有
吉
の
手
法
が
、
単
な
る
新
旧
の
対
立

界
を
深
く
描
き
出
す
方
向
へ
と
変
化
し

て
描
く
作
品
か
ら
、
問
題
を
含
み
つ

、
主
演
・
朝
丘
雪
路

一
年
二
月
四
日

二

四
号
、
一
九
六
四
年

を
論
じ
る
、
佐
古
純

り
。（
五

重
吾
、
源

新
田
次
郎

行
淳
之
介

近
藤
氏

ら
れ
て
い

吉
の
意
識
の
変
化

う
。

（
一
九
六
五
年
四
月

同
社
か
ら
文
庫
本
化

美
」
や

進
藤
純

『
マ
ド

三
月
（
九

「
あ
な

『
朝
日
新

近
藤
洋

｜
｜
」『

近
藤
氏

よ
っ
て
、「
連
舞
」

た
ち
に
対
し
て
、

え
る
視
点
を
与
え

う
な
変
更
に
は
、

か
ら
、
旧
さ
を
保

た
こ
と
が
表
れ
て

浄
瑠
璃
に

扱
わ
れ
た

佐
古
純

六
二
年
九

千
頭
剛

と
し
て

千
頭
剛

四
巻
三
号

進
藤
純

と
か
長
唄

つ
存
続
す
る
世
界

一
郎
氏
は十

音
順
）
有
吉
佐
和
子
、
石
原
慎
太
郎
、
円

氏
鶏
太
、
佐
伯
千
秋
、
柴
田
練
三
郎
、
曾
野

、
丹
羽
文
雄
、
原
田
靖
子
、
松
本
清
張
、
三

の
論
で
は
、
小
説
の
頁
に
あ
っ
た
、
読
者
の

る
が
「
連
舞
」
掲
載
時
に
は
そ
の
欄
は
廃
止

「
染
み
出
て
く
る
妖
気
」
を
表
現
し
て
い
る
、

孝
「
解
説
」『
連
舞
』（
集
英
社
文
庫
）
一
九

モ
ア
ゼ
ル
』
小
学
館
、
一
九
六
〇
年
一
月

巻
三
号
）

た
に
知
性
と
し
あ
わ
せ
を
お
約
束
す
る
月
刊

聞
』
一
九
五
九
年
一
二
月
六
日

子
「
連
載
小
説
と
読
者
｜
｜
戦
後
女
性
雑
誌

東
海
学
園
言
語
・
文
学
・
文
化
』
二
号
、
二

に
よ
る
と
『
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
』
に
掲
載
さ
れ

取
材
し
た
作
品
を
「
伝
統
芸
術
の
世
界
に
取

伝
統
芸
能
が
「
素
材
の
域
を
出
て
い
な
い
」

一
郎
「
有
吉
佐
和
子
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑

月
一
日

氏
は
、
伝
統
芸
能
を
「
血
」
の
つ
な
が
り
に

「
連
舞
」
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
有
吉
佐
和
子
｜
苛
烈
で
優
雅
な
女
権
宣

孝
氏
は
、「
連
舞
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
詞

と
か
謡
曲
の
歌
詞
の
一
節
を
差
し
出
す
だ

、「
地
唄
」
か
ら
「
女
弟
子
」
に
つ
な
が
る

四
三

地
文
子
、
遠
藤
周
作
、
黒
岩

綾
子
、
壺
井
栄
、
豊
島
健
夫
、

浦
哲
朗
、
三
島
由
紀
夫
、
吉

感
想
を
掲
載
す
る
欄
が
用
い

さ
れ
て
い
る
。

と
評
価
し
て
い
る
。

七
九
年
一
〇
月
二
五
日

（
一
巻
一
号
）

一
九
六
八
年

女
性
雑
誌
・
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
」

『
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
』
に
見
る

〇
〇
二
年
一
二
月
二
〇
日

た
小
説
の
作
家
は
以
下
の
通

材
し
た
作
品
」
と
ま
と
め
、

こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。

賞
』
二
七
巻
一
〇
号
、
一
九

焦
点
を
当
て
て
描
い
た
作
品
、

言
の
文
学
」『
関
西
文
学
』
三

章
に
注
目
し
、「
た
だ
、
清
元

け
」
で
、「
日
本
舞
踊
の
持
つ

楽
や
舞
踊
・
華
道
・
人
形



「
日
本
舞
踊
は
花

六
一
年
五
月
二
七

『
朝
日
新
聞
』
よ

「
大
ハ
リ
キ
リ
日
本

日
、
ほ
か
多
数

経
済
企
画
庁
編

一
年
二
月
一
日

同
昭
和
三
十
九

「『
お
け
い
こ
ご

注

に
よ
る

信
太
郎
、
臼
井
吉

は
発
表
さ
れ
て
い

「
第
一
回
マ
ド
モ

九
六
四
年
四
月
一

連
載
期
間
中
の

係
し
て
い
る
の
は

輔
」
五
頁
の
み
で

量
で
は
な
い
。

有
吉
佐
和

松
原
治
郎
「
婦

年
七
月
一
日

『
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル

創
刊
初
期
に
は
読

作
家
等
に
よ
る
短

小
説
の
み
に
な
る

「
第
一
回
マ
ド
モ

一
九
六
四
年
五
月

ざ
か
り
｜
｜
ぞ
く
ぞ
く
と
発
表
会
」『
朝
日

日り
「
フ
ラ
ン
ス
へ
ゆ
く
日
本
舞
踊
」
一
九

舞
踊
界

大
挙
２
２
人
で
米
国
興
行
」
一

『
国
民
生
活
白
書

昭
和
３
５
年
版
』
大
蔵

年
版
、
一
九
六
五
年
六
月
一
五
日

と
』
は
花
ざ
か
り
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
六

と
、
選
考
委
員
は
、
三
宅
艶
子
、
丹
羽
文
雄

見
、
石
井
好
子
と
、
相
賀
小
学
館
社
長
。
選

な
い
。

ア
ゼ
ル
読
者
賞
決
定
発
表
」『
マ
ド
モ
ア
ゼ

日同
誌
の
記
事
の
中
で
、「
連
舞
」
の
描
く
日

、
昭
和
三
十
八
年
四
月
号
の
グ
ラ
ビ
ア
「

あ
り
、
こ
の
記
事
の
影
響
で
「
連
舞
」
が
印

子
「
連
舞
」
論

人
と
い
う
立
場
」『
社
会
教
育
研
究
』
一
七

』
一
巻
一
号
か
ら
九
巻
三
号
（
最
終
号
）

み
切
り
小
説
が
あ
っ
た
り
、
三
巻
一
号
で
芥

編
小
説
特
集
が
組
ま
れ
た
り
し
て
い
る
が
、

傾
向
が
あ
る
。

ア
ゼ
ル
読
者
賞
応
募
規
定
発
表
」『
マ
ド
モ

一
日

新
聞
』
夕
刊
、
一
九

五
八
年
四
月
二
二
日
、

九
五
四
年
一
月
二
五

省
印
刷
局
、
一
九
六

三
年
一
一
月
二
二
日

政
府
が
行

二
十
一
年

年
三
月
以

り
、
芸
能

の
統
計
は

舞
・
日
舞

ス
ト
リ
ッ

『
占
領

総
本
部
総

、
中
島
健
蔵
、
奥
野

考
委
員
に
よ
る
講
評

ル
』
五
巻
四
号
、
一

本
舞
踊
の
世
界
に
関

若
き
家
元
・
花
柳
寿

象
に
残
る
ほ
ど
の
分

「
お
け

「
お
け

日
武
智
鉄

本
稿
で
は

九
七
八
年

実
際
の

資
料
は
な

期
に
は
、

巻
七
号
、
一
九
六
二

の
目
次
を
参
照
し
た
。

川
賞
・
直
木
賞
受
賞

巻
数
を
下
る
と
連
載

ア
ゼ
ル
』
五
巻
一
号
、

「
日
本

新
聞
』
夕

「
お
嬢

二
日そ

の
他

画
、
バ
イ

「
コ
ド

一
五
日

う
方
式
で
、
出
演
団
体
に
対
す
る
明
確
な
審

四
月
に
な
っ
て
専
属
の
ダ
ン
シ
ン
グ
チ
ー
ム

降
は
調
達
要
求
書
に
基
づ
き
日
本
政
府
が
芸

供
給
の
質
を
管
理
す
る
た
め
に
芸
能
委
員
会

バ
ン
ド
と
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
・
シ
ョ
ウ
に
分
け

の
ほ
か
、
日
本
人
の
生
活
様
式
や
占
い
が
演

プ
・
シ
ョ
ウ
に
軍
部
か
ら
禁
止
令
が
出
た
と

軍
調
達
史
｜
部
門
編

｜
』
占
領
軍
調
達
史

務
課
発
行
、
一
九
五
七
年
三
月
二
五
日

い
古
の
手
引
き
」『
読
売
新
聞
』
朝
刊
、
一
九

い
こ

楽
し
み
か
実
益
か
」『
朝
日
新
聞
』
朝

二
「
伝
統
は
飛
六
法
で
や
っ
て
く
る
」
初
出

『
武
智
鉄
二
全
集
』
第
一
巻
『
定
本
・
武
智

一
一
月
三
〇
日

所
収
の
本
文
を
使
用
し
た

ア
ー
ニ
ー
・
パ
イ
ル
劇
場
で
の
公
演
内
容
や

い
が
、『
占
領
軍
調
達
史
』
に
よ
る
と
、
ア

出
演
団
体
決
定
な
ど
の
慰
安
機
関
の
運
営
は

舞
踊
・
団
体
で
ご
く
安
直
に
｜
｜
特
権
階
級

刊
、
一
九
五
〇
年
四
月
三
〇
日

さ
ん
の
日
本
舞
踊
大
流
行
」『
読
売
新
聞
』
夕

の
稽
古
事
と
し
て
、
バ
レ
エ
、
長
唄
、
お
琴

オ
リ
ン
、
お
花
、
ピ
ア
ノ
、
剣
舞
、
書
道
、

モ
の
け
い
こ
場

日
本
舞
踊
」『
読
売
新
聞
』

査
基
準
が
な
か
っ
た
。
昭
和

が
結
成
さ
れ
、
昭
和
二
十
二

能
を
提
供
す
る
方
法
に
変
わ

が
設
立
さ
れ
た
。
提
供
内
容

ら
れ
て
お
り
、
後
者
で
は
洋

じ
ら
れ
た
と
の
記
録
が
あ
る
。

の
記
述
も
あ
る
。

編
さ
ん
委
員
会
編
、
調
達
丁

五
八
年
一
月
五
日

刊
、
一
九
六
四
年
六
月
二
一

『
遊
』
六
号
、
一
九
七
三
年
、

歌
舞
伎

』
三
一
書
房
、
一

。出
演
団
体
に
つ
い
て
個
別
の

ー
ニ
ー
・
パ
イ
ル
の
活
動
初

占
領
軍
が
、
支
払
い
は
日
本

四
四

の
専
有
物
で
は
な
い
」『
読
売

刊
、
一
九
五
〇
年
一
〇
月
二

、
演
劇
、
童
謡
、
能
楽
、
絵

ギ
タ
ー
が
挙
が
っ
て
い
る
。

朝
刊
、
一
九
五
二
年
一
一
月



有
吉
佐
和

集
』
第
五
巻
『
定

三
一
日

所
収
の

川
島
武
宣
「
家

家
族
制
度
』
一
九

九
八
三
年
一
月
二

西
山
松
之
助
「

一
九
六
〇
年
一
〇

（
作
品
か
ら
の
引

三
月
二
〇
日
に
よ

武
智
鉄
二
「
伝

子
「
連
舞
」
論

本
・
武
智
歌
舞
伎

伝
統
論
考
』
三
一
書
房

本
文
を
使
用
し
た
。

元
制
度
」『
芽
』
一
九
五
三
年
初
出
、『
イ
デ

五
七
年
再
録
。
本
稿
で
は
『
川
島
武
宣
著
作

七
日
所
収
の
本
文
を
使
用
し
た
。

現
代
に
お
け
る
日
本
舞
踊
の
家
元
」『
文
学

月
用
は
『
有
吉
佐
和
子
選
集
』
第
五
巻
、
新

る
。）

統
芸
能
の
発
想
」
一
九
六
七
年
初
出
、
本
稿

、
一
九
八
〇
年
三
月

オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の

集
』
岩
波
書
店
、
一

』
一
〇
巻
二
八
号
、

潮
社
、
一
九
七
一
年

で
は
『
武
智
鉄
二
全

四
五


